
NSPAの取り組みについて

NPO 日本スパ振興協会理事長岡田友悟

2018年5月25日
全国温泉地サミット



ＮＰＯ 日本スパ振興協会の沿革

2002. 8 発起人数名により任意団体として発足

2004. 2 内閣府よりＮＰＯの認証を受け法人化

2004. 5 ＩＳＰＡとの協力により、日本初のスパに関する国

際会議 「ＩＳＰＡ2004Ｊａｐａｎ」を開催

2005～ 各種セミナーを開催、 各種イベントに参加

2006.7 「スパベーシックブック」を発刊

2006.11    第１回スパアドバイザー検定を開催

2013.2 第１回スパウィーク開催

2014.2 琉球大学にて「スパマネジメント論」共催

2015 一般社団法人スパ＆ウエルネスウィークを設立

スパ＆ウエルネスウィークの活動を分離独立する



ＮSPAの主な活動

<スパの啓発と周知の拡大>
◆SPA＆WELNESS WEEK開催協賛
◆スパ＆ウエルネスジャパンにおけるスパシンポジウムの共催

<スパの教育>
◆スパベーシックブックの発刊、スパアドバイザー検定の実施
◆琉球大学に協力「スパマネジメント講座」開催
◆NPO健康と温泉フォーラム 月例研究会共催
◆スパ関連書籍の発刊

<国際交流>
◆アジア各国のスパ協会と連携
◆海外スパ視察交流



チーム 新・湯治 参加申込書



湯治、スパツーリズムの研究と発信

A5判 上製 112頁

琉球大学大学院観光科学研究科

ウェルネス研究分野 教授 荒川雅志 著

NPO日本スパ振興協会 編著

定価：本体 2,300円+税

２０１７年９月発刊



日本の温泉文化とスパの融合

スパやウエルネス
に関する情報発信

スパウィークの発信

スパウィークに温泉
旅館や日帰り温泉
も多数参加

スパウィーク

温泉利用の推進



諸外国への温泉文化の発信

Asia Pacific Spa & Wellness Coalition

2018年3月年次総会が開催され参加（シンガポール）

アジア各国のスパ協会と業界リーダー60名が参加

世界的な課題の人材について話し合われた

日本の温泉に関心が高く、近々日本の温泉地で会議
を開催を検討中

2017年9月
スパ＆ウエルネス
ジャパンにおける
スパクリスタルア
ワードの記事



スパに対する一般の認識実態とコンセプト整理

非滞在型・日帰り

滞在型・宿泊

高級・ラグジュ
アリー・非日常

リーズナブル・大
衆的・日常

ホテルスパ

リゾートスパ

アミューズ
メントスパ

カジュアル
スパ

クラブ
スパ

デイスパ・
ビューティー

スパ

温泉日帰りスパ

メディカ
ルスパ

日本で一般的に
SPAと思われている

イメージ①
【ハイクラススパ】

利用者層も広く、
価格帯・低い

利用率が低い
価格帯・高い

利用経験値高

宿泊施設としての認識が高く、
スパという認識が低い

日本で一般的に
SPAと思われてい

るイメージ②
【カジュアルスパ】

スパの概念には入
るが、スパと思わ
れていない場合が

多い

デイスパ・
ビューティー

スパ

デスティネー
ションスパ 温泉宿泊スパ


